
　

４
月
１
日
に
外
国
人
労
働
者

の
受
け
入
れ
を
拡
大
す
る
改
正

出
入
国
管
理
法
が
施
行
さ
れ

た
。
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
５
年

間
で
最
大
約
35
万
５
千
人
の
外

国
人
労
働
者
を
受
け
入
れ
る
計

画
だ
。改
正
に
よ
っ
て
、
対
象
と

な
る
外
国
人
労
働
者
を
受
け
入

れ
た
企
業
は
、
労
働
環
境
に
加

え
て
、
生
活
環
境
の
支
援
を
行

う
必
要
が
出
て
く
る
。
こ
れ
ま

で
以
上
に
外
国
人
労
働
者
に
向

け
た
社
宅
需
要
が
増
え
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
が
、
ま
だ
ま
だ

外
国
人
を
受
け
入
れ
る
賃
貸
物

件
は
少
な
い
の
が
実
情
だ
。
今

後
、
外
国
人
を
受
け
入
れ
る
企

業
は
如
何
に
住
宅
を
確
保
す
る

か
が
１
つ
の
課
題
と
な
る
。
改

正
に
よ
っ
て
就
労
を
目
的
と
し

た
、
新
た
な
在
留
資
格
が
新
設

さ
れ
た
。「
特
定
技
能
（
１
号
、
２

号
）
」
だ
。
特
定
技
能
に
賃
貸
業

界
が
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
の

か
、
改
め
て
解
説
し
よ
う
。
ま

ず
、
特
定
技
能
と
は
ど
う
い
っ

た
も
の
な
の
か
。
国
に
よ
っ
て

定
め
ら
れ
た
人
材
確
保
が
十
分

で
な
い
14
の
産
業
を
特
定
産
業

分
野
と
し
、
こ
れ
に
限
っ
て
外

国
人
が
現
場
作
業
等
で
就
労
可

能
と
な
る
在
留
資
格
制
度
の
こ

と
を
言
う
。
こ
の
14
分
野
は
介

護
業
、
外
食
業
、
建
設
業
、
農
業
、

宿
泊
業
、
産
業
機
械
製
造
業
、
電

気
・
電
子
情
報
関
連
産
業
、
ビ
ル

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
、
素
形
材
産

業
、
飲
食
料
品
製
造
業
、
漁
業
、

造
船
・
舶
用
工
業
、
自
動
車
整
備

業
、
航
空
業
と
な
る
。
内
、
建
設

業
、
造
船
・
舶
用
工
業
の
２
業
種

は
「
特
定
技
能
２
号
」
で
も
定
め

ら
れ
て
い
る
。
現
在
こ
れ
ら
の

分
野
で
は
合
計
で
約
１
１
０
万

人
の
人
材
不
足
と
言
わ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
を
外
国
人
労
働
者

で
賄
お
う
と
い
う
の
が
国
の
目

的
だ
。
在
留
資
格
の
情
報
を
整

理
す
る
た
め
従
来
の
「
就
労
系

在
留
資
格
」
と
「
特
定
技
能
」
は

ど
の
よ
う
な
差
が
あ
る
の
か
見

て
み
よ
う
。
大
き
な
違
い
の
１

つ
に
「
就
労
系
在
留
資
格
」で
は

単
純
労
働
に
は
就
け
な
い
と
い

う
制
限
が
あ
っ
た
。ま
た
、学
歴

要
件
や
実
務
経
験
要
件
な
ど
就

労
に
就
く
た
め
の
壁
が
あ
り
、

こ
れ
が
外
国
人
労
働
者
が
増
え

な
い
要
因
の
１
つ
と
も
さ
れ
て

い
た
。こ
れ
に
対
し
て
、
特
定
技

能
で
は
学
歴
要
件
や
実
務
経
験

が
不
要
な
こ
と
か
ら
、
日
本
で

働
き
た
い
外
国
人
労
働
者
に
向

け
て
大
き
く
間
口
が
開
け
た
と

言
え
る
。
一
方
で
就
労
系
在
留

資
格
で
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い

日
本
語
水
準
要
件
で
は
「
あ
る

程
度
の
日
常
会
話
」
の
制
限
設

定
が
特
定
技
能
で
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
特
定
技
能
外
国
人

に
関
し
て
は
通
常
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
れ
ば
問
題
な

く
行
え
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
特
定
技
能
１
号
で
「
最
長

５
年
で
更
新
不
可
」
、
２
号
で

「
３
年
・
１
年
ま
た
は
６
ヶ
月
毎

の
更
新
」
と
い
っ
た
制
限
が
課

せ
ら
れ
て
い
る
。
尚
、
特
定
技
能

２
号
は
２
０
２
１
年
か
ら
試
験

が
開
始
さ
れ
る
予
定
だ
。
そ
し

て
在
留
期
間
に
上
限
は
な
く
、

条
件
を
満
た
せ
ば
永
住
申
請
を

行
う
事
も
可
能
と
な
っ
て
い

る
。
２
号
は
要
件
を
満
た
せ
ば

家
族
（
配
偶
者
・
子
で
親
や
親
戚

は
含
ま
れ
な
い
）
の
帯
同
も
可

能
と
な
っ
て
い
る
。
混
同
さ
れ

が
ち
だ
が
、「
特
定
技
能
」
は
「
技

能
実
習
」
と
も
大
き
く
異
な
る
。

技
能
実
習
制
度
の
目
的
・
趣
旨

は
日
本
の
技
能
や
、
技
術
、
知
識

を
開
発
途
上
の
国
や
地
域
に
移

転
し
て
寄
与
す
る
こ
と
で
「
国

際
協
力
の
推
進
」
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
た
め
人
不
足
の
補

填
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
当
然
、
技

術
等
の
移
転
が
目
的
と
い
う
観

点
か
ら
、
単
純
作
業
に
従
事
さ

せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て

い
る
。た
だ
、
特
定
技
能
と
全
く

の
無
関
係
と
い
う
訳
で
は
な

い
。
技
能
実
習
２
号
を
修
了
し

て
い
る
場
合
、
特
定
技
能
の
取

得
が
可
能
と
な
る
か
ら
だ
。
こ

れ
以
外
で
取
得
す
る
場
合
に
は

特
定
技
能
評
価
試
験
に
合
格
す

る
必
要
が
あ
る
。
評
価
試
験
は

14
業
種
共
通
の
日
本
語
能
力
判

定
テ
ス
ト
が
２
０
１
９
年
か
ら

開
始
さ
れ
て
る
。
業
種
別
の
試

験
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
日

程
で
実
施
さ
れ
る
。
２
０
１
９

年
４
月
に
宿
泊
業
・
介
護
業
・
外

食
業
、
10
月
に
飲
食
料
品
製
造

業
、
２
０
１
９
年
秋
以
降
に
ビ

ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
、
２
０
２

０
年
３
月
ま
で
に
残
り
の
９
業

種
が
行
わ
れ
る
予
定
だ
。
こ
う

し
た
試
験
を
通
過
し
て
特
定
技

能
を
持
つ
外
国
人
労
働
者
を
雇

用
す
る
企
業
は
「
職
場
生
活
」

「
日
常
生
活
」「
社
会
生
活
」
に
於

い
て
支
援
を
行
う
必
要
が
あ

る
。
具
体
的
に
は
「
入
国
前
の
生

活
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
提
供
」「
住
宅

の
確
保
」「
在
留
中
の
生
活
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
」「
生

活
の
た
め
の
日
本
語
習
得
の
支

援
」「
外
国
人
か
ら
の
相
談
・
苦

情
へ
の
対
応
」「
各
種
行
政
手
続

き
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
」「
非

自
発
的
離
職
時
の
転
職
支
援
」

等
が
こ
れ
に
当
た
る
。
自
社
で

こ
の
よ
う
な
支
援
が
行
え
な
い

場
合
に
は
「
登
録
支
援
機
関
」
に

委
託
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

　

住
宅
に
係
る
項
目
を
詳
し
く

見
て
み
よ
う
。
１
つ
は
住
宅
確

保
に
つ
い
て
、
企
業
が
借
り
上

げ
た
賃
貸
住
宅
や
、
保
有
し
て

い
る
社
宅
を
外
国
人
労
働
者
に

提
供
す
る
事
。
も
し
く
は
企
業

が
連
帯
保
証
人
に
な
っ
た
り
、

債
務
保
証
会
社
を
確
保
す
る
な

ど
、
外
国
人
労
働
者
の
部
屋
探

し
や
賃
貸
借
契
約
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
事
が
求
め
ら
れ
る
。ま
た
、

住
居
の
広
さ
に
つ
い
て
、
１
人

当
た
り
７
．
５
㎡
以
上
を
満
た

す
こ
と
が
要
件
に
な
っ
て
い

る
。
そ
の
他
で
は
生
活
に
必
要

な
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
等
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
契
約
に
つ
い
て
、

手
続
き
の
補
助
を
行
う
必
要
が

あ
る
。
こ
う
い
っ
た
改
正
を
受

け
て
、
今
後
外
国
人
向
け
法
人

取
引
の
需
要
は
増
え
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
需
要
で
見

た
場
合
、
１
人
当
た
り
の
家
賃

帯
は
２
万
円
～
３
万
円
前
後
が

最
も
多
く
な
る
だ
ろ
う
。
先
に

述
べ
た
１
人
当
た
り
の
居
住
ス

ペ
ー
ス
が
７
．
５
㎡
以
上
と
な

る
と
、
１
Ｒ
に
２
名
入
居
や
、

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
に
３
～
４
名
入
居
な

ど
が
考
え
ら
え
れ
る
。
し
か
し

こ
う
い
っ
た
需
要
に
対
し
て
対

応
で
き
る
物
件
が
少
な
い
事

や
、
複
数
人
で
の
同
居
は
ト
ラ

ブ
ル
の
元
に
な
り
が
ち
で
あ
る

こ
と
が
ネ
ッ
ク
と
な
る
と
考
え

ら
れ
、
こ
れ
ら
の
対
応
が
今
後

の
課
題
と
言
え
そ
う
だ
。
管
理

会
社
は
古
く
安
い
物
件
を
１
棟

で
管
理
し
、
大
き
な
工
場
や
ホ

テ
ル
等
に
丸
々
借
り
上
げ
な
い

か
提
案
す
る
の
も
良
い
か
も
し

れ
な
い
。
企
業
の
中
に
は
、
借

り
ら
れ
る
物
件
が
見
つ
か
ら

ず
、
一
軒
家
を
購
入
し
た
と
い

う
話
も
聞
く
。
こ
う
い
っ
た
外

国
人
向
け
物
件
と
し
て
は
、
シ

ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
よ
う
な
形
状
の

物
件
が
一
番
マ
ッ
チ
す
る
と
考

え
る
専
門
家
も
い
る
。
今
後
、

業
界
と
し
て
増
え
る
外
国
人
労

働
者
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
、

取
り
込
ん
で
い
く
の
か
。
こ
の

あ
た
り
に
今
後
の
商
機
が
あ
り

そ
う
だ
。


